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総合的な少子化対策の推進 地域における子育て支援の充実

大目標Ⅳ．少子化対策の抜本強化 １,８９０百万円
（ H28年度 １,８５７百万円）

少子化対策推進費 32,234千円

・総合的な少子化対策の推進
全国知事会次世代育成支援対策プロジェクトチームにおける活動や、
高知県子ども・子育て支援事業支援計画及び高知県子どもの環境づくり
推進計画の進捗管理等による総合的な少子化対策の推進

総合的な少子化対策の推進
地域子育て推進事業費 184,881千円

・切れ目のない総合的な支援体制づくりの充実
「高知家の出会い・結婚・子育て応援コーナー」への⺟子保健の専門職員の
配置及び地域に直接出向いての積極的な子育てサポート活動等の実施

地域における子育て支援の充実

推進計画の進捗管理等による総合的な少子化対策の推進
・父子手帳及び祖父母の育児参加啓発リーフレットの配布
・父親に対して妊娠・出産・子育てについての情報を提供し、育児参加を
啓発するために父子手帳を配布

・祖父⺟世代へ現在の子育ての情報を提供し、育児への協⼒を
啓発するためにリーフレットを作成・配布

少子化対策県民運動推進事業費 37,103千円

・少子化対策推進県民会議を通じた少子化対策の推進

子育て応援マスコットパンダ
「るんだ」

少子化対策県⺠運動の推進
主

新

・安心子育て応援事業
・市町村や団体・企業、子育てサークル等が⾏う子育て支援の取組みへの支援
（地域で子育て家庭が気軽に集い交流できる場づくりや、働きながら子育て
しやすい環境づくり等）

・地域子育て支援センターの機能強化・拡充に向けた支援
（妊娠期からの切れ目のない子育て支援に対応）

・少子化対策推進県民会議を通じた少子化対策の推進
ライフステージの各段階に応じた、「結婚支援」、「子育て支援」、
「Ｗ･Ｌ･Ｂ（ワーク・ライフ・バランス）推進」、「広報啓発」の
４つの部会を通じた少子化対策の検討、ＰＤＣＡサイクルに基づく進捗管理

・｢高知家の出会い・結婚・子育て応援団｣への加入促進
⺠間団体のネットワークを⽣かした応援団登録の勧誘を⾏うとともに、

拡拡

（妊娠期からの切れ目のない子育て支援に対応）

・地域子育て支援拠点等運営事業
子ども・子育て支援法に規定する地域子ども・子育て支援拠点事業及び
利⽤者支援事業（基本型及び特定型）への支援

・地域子育て支援拠点環境改善事業

⺠間団体のネットワークを⽣かした応援団登録の勧誘を⾏うとともに、
引き続き県職員による勧誘活動を実施（出会い・結婚支援事業費へ計上）

・｢高知家の出会い・結婚・子育て応援団｣の活動強化
・ 「応援団通信」の発⾏による応援団への情報提供や取組情報の収集
・企業表彰の実施による優良事例の横展開 ・地域子育て支援拠点環境改善事業

地域子育て支援拠点の施設改修等による環境改善を図る事業への支援
・企業表彰の実施による優良事例の横展開
・応援団交流会の実施による担当者間の情報共有の場づくり

・少子化対策啓発事業
少子化の現状と少子化対策の必要性や県の取組み等を県⺠に広く啓発する
ためのテレビ等による広報の実施 児童手当費 1,555,134千円

児童手当法の規定に基づく費⽤負担

子育て家庭への支援

新

出会い・結婚支援事業費 79,732千円

・出会いの機会の充実・拡大
・こうち出会いサポートセンターによるマッチングシステムの出張登録・

未婚化・晩婚化対策の推進

主

児童手当法の規定に基づく費⽤負担

・独身者に対するきめ細やかな支援の充実
拡 ・こうち出会いサポートセンターによるマッチングシステムの出張登録・

閲覧会の開催やビッグデータの活⽤による利便性の向上
・企業等による結婚支援の取組に対する支援
（企業等への訪問相談員の配置、複数企業等間やＣＳＲ、ＣＳＶ活動と連携した
イベント開催への支援、応援団の結婚支援サポーターに対する研修の実施 など）

・企業等が独身従業員に対して実施するライフプランセミナーへの講師派遣
・出会いイベントにおいて独身者を支援するカップルサポーターや、
１対１のお引き合わせの⽴会いや交際を支援するマッチングサポーター
などのボランティアの養成

新

拡
新
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高知家の出会い・結婚・子育て応援団の取組の充実・拡大

「高知家の出会い・結婚・子育て応援団」制度を通じて⺠間企業等との官⺠協働の取組を推進することにより、少子化対策の取組を
県⺠運動として推進する。

少子化対策県民運動推進事業費 37,103千円
出会い・結婚支援事業費 79,732千円

１．応援団の増加に向けたアプローチの強化

課 題

県⺠運動として推進する。

■応援団の登録数：219団体（H28.11月末現在）

＜平成28年度の取組＞
１．応援団の拡大に向けた広報・周知

・県⺠会議を通した周知

現 状

２．応援団の取組の充実
特に企業等における結婚支援の強化

29平成29年度の取り組み

１．応援団の拡大に向けた広報・周知
・県⺠会議を通した周知
・企業訪問等による周知
・広報媒体による周知

２．応援団との協働した取組の実施
・応援団通信による毎月の取組

29平成29年度の取り組み

応
援
団
の

増
加

１．応援団登録に向けた企業訪問等の拡大
●⺠間団体のネットワークを⽣かした応援団登録の勧誘
●県職員による企業訪問等による応援団登録への勧誘活動の実施
●応援団の取組ＰＲ冊子の作成、配布

新

新
◎結婚や子育てを応援する機運の醸成
・少子化の現状や対策の必要性、県の取組等を県⺠に広く啓発するためのの●応援団の取組ＰＲ冊子の作成、配布

●応援団グッズの配付

２．応援団の取り組みの充実＜登録メリットの⾒える化＞
●好事例企業表彰の実施による優良事例の横展開
●「応援団通信」の発⾏による応援団への情報提供や取組情報の収集
応援団交流会の開催による担当者間の情報共有の場づくり

新

新

◎結婚や子育てを応援する機運の醸成
・少子化の現状や対策の必要性、県の取組等を県⺠に広く啓発するための
テレビ等による広報の実施
・出会い・結婚と子育てを応援するフォーラムの開催

などを通して、少子化対策を県⺠運動として推進する。

応
援
団
の
取
組

●「応援団通信」の発⾏による応援団への情報提供や取組情報の収集
応援団交流会の開催による担当者間の情報共有の場づくり

３．応援団による結婚支援の強化
●企業等（複数の応援団）の出会いや結婚を希望する独⾝従業員を対象とした交流会（出会いイベント）の開催
・結婚支援サポーターへの研修、コーディネーター・訪問相談員の配置
※応援団へのイベント開催支援によるイベント数の拡大（多種多様なイベントの充実）

新

新

取
組
み
の
充
実

※応援団へのイベント開催支援によるイベント数の拡大（多種多様なイベントの充実）
●企業等による結婚支援窓口の設置への補助
●企業等が独⾝従業員に実施するライフプラン、子育て講座への講師の派遣
●応援団が開催する出会い交流会への支援の拡充
・⾏政と企業等のCSRやCSV活動が連携した出会い交流会の開催への補助制度の拡充や
県独⾃の認定制度の創設（検討）

新

新

新

県独⾃の認定制度の創設（検討）
※⾃社製品を活⽤した出会い交流会への支援、間伐や河川清掃ボランティア活動とセットの出会い交流会への支援
※⾦融機関やブライダル会社が⾏うライフプランセミナーなどの講座への支援

●応援団への結婚支援等の取組意向調査
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